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今
回
の
本
誌
の
表
紙
は
白
川
静
博
士
の
漢
詩
の

手
稿
「
消
夏
漫
吟　

似
而
非
詩
二
十
首
」
で
あ
る
。

副
題
の
「
似
而
非
詩
（
似
て
非
な
る
詩
）」
と
は
、

詩
の
体
を
な
し
て
い
な
い
詩
と
い
う
謙
辞
で
あ
る
。

こ
の
手
稿
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
か
ら

な
り
、
二
〇
一
八
年
に
博
士
の
御
遺
族
か
ら
研
究
所
に
御
寄
贈
戴
い
た
書
籍
・

資
料
群
中
よ
り
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
一
二
月
に
平
井
嘉

一
郎
記
念
図
書
館
で
の
白
川
静
博
士
御
生
誕
一
一
〇
年
記
念
展
示
「
白
川
静

博
士
の
学
問
と
生
涯
―
新
寄
贈
の
資
料
類
を
中
心
と
し
て
―
」
に
出
陳
し
た

こ
と
が
あ
る
。
博
士
は
、
広
瀬
徳
蔵
衆
議
院
議
員
の
事
務
所
に
お
ら
れ
た
青

年
期
に「
作
詩
の
心
得
も
必
要
と
思
っ
て
、平

ひ
ょ
う

仄そ
く

を
並
べ
る
稽
古
も
し
た
」（『
回

思
九
十
年
』、平
凡
社
、二
〇
〇
〇
年
四
月
、頁
一
七
）
と
懐
古
し
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
大
学
院
時
代
に
筆
者
は
、
若
い
頃
に
は
漢
詩
雑
誌
「
雅
聲
」
を
購

読
し
漢
詩
も
作
っ
た
が
、
平
仄
を
案
じ
て
時
間
を
費
や
し
読
書
の
妨
げ
に
な

る
の
で
続
け
な
か
っ
た
と
い
う
主
旨
の
お
話
を
博
士
か
ら
伺
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
後
は
作
詩
さ
れ
る
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
手
稿
は
甚
だ
貴
重
と
い
え
よ
う
。

「
消
夏
漫
吟
」
は
七
言
絶
句
二
十
首
の
連
作
で
あ
る
。
第
一
首
に
「
三
十
九
年　

一
夢
非
な
り
」
と
あ
る
の
で
、
数
え
年
、
三
十
九
歳
す
な
わ
ち
昭
和
二
十
三

年
（
一
九
四
八
）
の
所
詠
と
推
測
さ
れ
る
（
満
年
齢
な
ら
ば
翌
年
の
作
）。
時

に
博
士
は
新
制
立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
社
会
に
目

を
向
け
ら
れ
た
詩
が
少
な
く
な
い
が
、
次
に
掲
げ
る
第
九
首
は
、
三
年
前
の

原
爆
の
惨
禍
を
夏
の
一
日
に
回
想
し
て
詠
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

一
閃
空
濛
雲
氣
生　
　

一い
つ

閃せ
ん　

空く
う

濛も
う

と
し
て　

雲
気
生
じ

　
　

爆
風
加
處
霹
雷
轟　
　

爆
風　

加
は
る
処　

霹へ
き

雷ら
い

轟と
ど
ろく

　
　

無
辜
十
萬
瞬
時
没　
　

無む

辜こ

（
罪
の
な
い
人
）
の
十
万　

瞬
時
に
没
す

　
　

不
比
新
安
流
血
阬　
　

新
安　

流
血
の
阬あ

な

に
比
せ
ず

　

結
句
に
、
項
羽
の
楚
軍
が
新
安
で
秦
の
兵
卒
二
十
余
万
人
を
地
中
に
落
と

し
て
大
量
殺
戮
し
た
故
事
（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）
の
比
で
は
な
い
、
原
爆
は

極
め
て
残
虐
な
行
為
で
あ
る
と
強
く
訴
え
て
お
ら
れ
る
。
博
士
の
恩
師
の
橋

本
循
先
生
に
も
原
爆
の
惨
禍
を
主
題
に
し
た
「
原
爆
歌
」（『
蘆
北
山
人
詩
草
』

所
収
。『
橋
本
循
著
作
集
』第
四
巻
、法
蔵
館
、二
〇
一
九
年
三
月
再
録
）が
あ
っ

て
、「〔
昭
和
〕
四
十
五
年
」
と
の
制
作
時
期
の
自
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

博
士
の
一
首
は
恩
師
に
先
立
つ
作
で
あ
る
。
な
お
内
田
誠
一
氏
は
家
蔵
の
橋

本
先
生
自
筆
書
幅
を
も
と
に
「
橋
本
循
『
原
爆
歌
』
初
探
」（「
安
田
女
子
大

学
紀
要
」
第
四
七
号
、二
〇
一
九
年
）
を
撰
し
て
「
原
爆
歌
」
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
紹
介
す
る「
消
夏
漫
吟
」末
尾
の
一
首
も
戦
争
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
　

平
和
鐘
鳴
世
未
平　
　

平
和
の
鐘
鳴
る
も　

世
は
未
だ
平
ら
か
な
ら
ず

　
　

更
傳
秦
楚
努
經
營　
　

更
に
伝
ふ　

秦
楚　

経
営
に
努
む
る
と

　
　

金
人
十
二
鑄
何
日　
　

金
人　

十
二　

鋳
せ
ら
る
る
こ
と
何い

ず

れ
の
日
か

　
　

想
到
祖
龍
還
俊
英　
　

想
ひ
到
る　

祖
龍　

還
つ
て
俊
英

白
川
静
博
士
の
手
稿

　
「
消
夏
漫
吟　

似
而
非
詩
二
十
首
」

所　

長　

芳
村 

弘
道
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「
平
和
鐘
」
は
、
一
九
四
七
年
に
作
ら
れ
た
広
島
の
初
代
「
平
和
の
鐘
」
を

指
す
で
あ
ろ
う
。起
句
は
、第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
か
ら
、「
平
和
の
鐘
」

が
鳴
ら
さ
れ
て
も
、
ま
だ
真
の
平
和
は
訪
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。
承
句

は
、
戦
国
時
代
末
期
に
西
北
の
秦
と
南
方
の
楚
と
が
激
し
く
抗
争
し
、
合
従
、

連
衡
の
策
を
用
い
て
国
家
の
経
営
に
努
め
た
故
事
を
借
り
て
、
ア
メ
リ
カ
・

西
欧
諸
国
と
ソ
ビ
エ
ト
・
東
欧
諸
国
と
の
対
立
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が

取
り
沙
汰
さ
れ
た
当
時
の
国
際
情
勢
を
寓
意
す
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
転
句
は
、

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
統
一
後
に
天
下
の
兵
器
を
集
め
て
十
二
体
の
巨
像
を
鋳

造
し
た
故
事
を
用
い
、
兵
器
が
廃
絶
さ
れ
る
日
を
待
ち
望
む
意
を
示
し
て
い

よ
う
。
結
句
に
は
、
と
か
く
の
非
難
は
あ
る
も
の
の
、
兵
器
を
こ
の
世
か
ら

無
く
し
た
と
い
う
意
味
で
は
英
傑
と
思
わ
れ
る
祖
龍
の
別
名
を
も
つ
始
皇
帝

（『
史
記
』
始
皇
本
紀
）
が
思
い
出
さ
れ
る
と
詠
い
、
博
士
は
世
界
の
平
和
を

希
求
さ
れ
た
。

　

こ
の
詩
が
詠
わ
れ
て
よ
り
約
七
十
四
年
後
の
二
〇
二
二
年
二
月
に
、
ロ

シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
を
起
こ
し
、
な
お
も
戦
禍
が
止
ま
な
い
。

二
〇
二
二
年
の
「
今
年
の
漢
字
」
に
「
戦
」
字
が
選
ば
れ
た
の
は
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
強
く
人
々
に
意
識
さ
れ
た
ゆ
え
と
い
う
。「
平
和
鐘
鳴

世
未
平
」
の
句
が
過
去
の
こ
と
と
し
て
読
ま
れ
る
日
を
切
に
望
む
。

（
立
命
館
大
学
特
任
教
授
）

　

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
は
、
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字

文
化
研
究
所
が
、
東
洋
文
字
文
化
の
分
野
に
お
け
る
有
為
な
人
材
を
奨
励
支
援
す
る

た
め
に
、
功
績
の
あ
る
個
人
お
よ
び
団
体
の
業
績
を
表
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
日
本
社
会
・
文
化
の
継
承
と
発
展
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に

本
賞
の
制
定
が
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
度
も
全
国
よ
り
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
一
名
の
方
の

受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
二
〇
二
二
年
六
月
二
五
日
（
土
）
に
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
平
井
嘉
一
郎
記

念
図
書
館
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
に
て
、
仲
谷
善
雄
総
長
臨
席
の
も
と
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
狩
野
雄
氏
、
に
は
、
受
賞
挨
拶
と
あ
わ
せ
て
ご
自
身
の
研
究

成
果
に
つ
い
て
御
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
理
由

　

狩
野
雄
氏
は
、
東
北
大
学
大
学
院
在
籍
中
よ
り
一
貫
し
て
中
国
六
朝
文
學
の
研
究

を
進
め
て
お
ら
れ
る
。

　

本
書
は
、
西
晋
以
前
の
文
学
作
品
を
主
た
る
対
象
に
、
香
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
そ
の
表
現
を
丹
念
に
た
ど
る
こ
と
で
、
文
学
に
お
け
る
香
り
の
変
遷
と
拡
大
を
考

第
十
六
回
立
命
館
白
川
静
記
念

東
洋
文
字
文
化
賞
の
選
考
結
果
に
つ
い
て

〈
第
十
六
回
〉
二
〇
二
一
年
度
募
集
分

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
優
秀
賞

狩
野　
　

雄

�

武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部　

教
授
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察
し
た
も
の
で
あ
る
。
香
り
を
主
題
と
す
る
文
学
研
究
は
、
日
本
文
学
で
は
古
典

か
ら
現
代
文
学
ま
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
中
国
文
学
に
お
い
て
は
日
中

両
国
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
は
る
か
に
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
三
国
西
晋
に
対
象
を

絞
っ
て
考
察
を
進
め
ら
れ
た
本
書
は
他
に
類
が
な
い
と
い
う
点
で
非
常
に
貴
重
な
研

究
成
果
で
あ
る
。

　

六
朝
以
前
の
資
料
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
が
、
狩
野
氏
は
日
中
の
複
数
の

テ
キ
ス
ト
を
対
照
し
、
注
釈
書
に
つ
い
て
も
周
到
に
目
配
り
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

性
に
つ
い
て
確
認
し
、
ま
た
広
く
心
理
学
や
歴
史
学
・
美
学
な
ど
の
関
連
領
域
の
先

行
研
究
を
参
照
し
て
考
察
を
進
め
て
お
ら
れ
、
そ
の
研
究
姿
勢
は
極
め
て
堅
実
で
あ

り
、
本
書
の
学
術
的
価
値
を
お
お
い
に
高
め
て
い
る
。

　

狩
野
氏
は
本
書
に
お
い
て
、
香
り
は
文
化
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
他
の
感
覚
と

共
起
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
本
書
は
、
実
体
の
な
い

香
り
の
表
象
を
時
代
と
風
土
に
即
し
た
精
緻
な
解
読
に
よ
っ
て
取
り
出
し
て
、
詩
人

た
ち
の
感
受
性
と
言
語
化
の
試
み
を
解
き
明
か
し
た
好
著
で
あ
り
、
六
朝
以
後
の
詩

歌
に
お
け
る
香
り
表
現
や
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
香
り
表
現
な
ど
、
他
の
研
究
に
も
裨

益
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
す
ぐ
れ
た
業
績
で
あ
る
と
高
く
評
価
で
き
る
。

　

よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
同
氏
の
業
績
に
対
し
て
白
川
賞
優
秀
賞
を
授
与
す
る
こ

と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

受
賞
者
の
声

　

こ
の
度
は
栄
誉
あ
る
白
川
賞
（
東
洋
文
字
文
化
賞
）
を
授
け

て
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
授
賞

の
報
せ
を
受
け
て
、
驚
く
と
と
も
に
、
白
川
静
先
生
に
は
文
字

学
と
並
ん
で
古
代
文
学
の
分
厚
い
研
究
が
あ
る
こ
と
に
あ
ら
た

め
て
想
い
を
致
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
白
川
先
生
の
学
問
の

広
さ
と
深
さ
の
な
か
で
私
の
研
究
も
認
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

授
賞
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
拙
著
『
香
り
の
詩
学
―
―
三
国
西
晋
詩
の
芳
香
表

現
』
で
す
。
該
書
は
中
国
の
先
秦
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
詩
歌
辞
賦
作
品
お
よ

び
経
伝
・
史
書
等
に
見
え
る
香
り
・
匂
い
に
関
す
る
表
現
を
対
象
と
し
て
考
察
を
試

み
た
も
の
で
す
。
そ
の
な
か
で
も
、「
芳
香
の
気
」
の
発
見
を
は
じ
め
と
す
る
香
り
・

匂
い
の
表
現
の
転
折
点
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
三
国
西
晋
期
の
詩
歌
作
品
に
関

す
る
考
察
を
中
心
に
据
え
て
い
ま
す
。

　

目
に
見
え
な
い
香
り
・
匂
い
は
言
語
化
さ
れ
に
く
い
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

詩
人
た
ち
は
表
現
を
凝
ら
し
言
語
化
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。
そ
の
営
み
に
は
、
詩

の
内
側
に
あ
っ
て
詩
を
詩
た
ら
し
め
て
い
る
何
も
の
か
に
触
れ
る
よ
す
が
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
明
確
な
用
例
が
多

く
な
く
、
言
葉
に
載
り
に
く
い
感
覚
表
現
で
あ
る
た
め
に
し
ば
し
ば
他
の
感
覚
と
共

起
す
る
よ
う
な
表
現
と
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
字
義
の
多
層
性
に
意
識
を
向
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
だ
け
探
り
当
て
ら
れ
た
か
心
許
な
い
思
い
も
残
り
ま
す

が
、
芳
香
表
現
を
考
察
対
象
に
定
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
字
一
字
に
つ
い
て
の
検

討
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
意
味
の
あ
っ
た
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

少
し
毛
色
の
変
わ
っ
た
研
究
で
あ
る
こ
と
は
、
私
自
身
が
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
れ
で
も
、
今
回
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
も
の
も
懐
の
深
い
中

国
学
は
受
け
容
れ
て
く
れ
る
、
こ
う
し
た
部
分
も
も
う
少
し
進
め
た
ら
ど
う
か
、
と

お
励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
受
賞
を
励
み
と
し
て
、

今
後
も
目
を
凝
ら
し
、
耳
を
澄
ま
せ
、
鼻
を
利
か
せ
て
詩
文
に
向
き
合
っ
て
ゆ
き
た

く
思
い
ま
す
。
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◆◆5 第17号

選
考

委
員

芳
村　

弘
道
（
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所　

所
長
）

委　

員　

下
中　

美
都
（
株
式
会
社
平
凡
社　

代
表
取
締
役
社
長
）

　
　
　
　

大
形　
　

徹
（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構　

教
授
）

　
　
　
　

加
地　

伸
行
（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構　

研
究
顧
問
）

　
　
　
　

杉
橋　

隆
夫
（
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構　

研
究
顧
問
）

　
　
　
　

萩
原　

正
樹
（
立
命
館
大
学
文
学
部　

教
授
）

　
　
　
　

上
野　

隆
三
（
立
命
館
大
学
文
学
部　

教
授
）

第 16 回「立命館白川静記念東洋文字文化賞」表彰式の様子
（2022 年６月 25 日、立命館大学衣笠キャンパス 平井嘉一郎記念図書館カンファレンスルームにて）
後列左より石井真美子教授、萩原正樹教授、後藤文男上席研究員、松尾肇子研究員、
　　　　　杉橋隆夫研究顧問、上野隆三教授、松本保宣教授、
前列左より加地伸行研究顧問、芳村弘道所長、狩野雄氏、仲谷善雄総長、大形徹教授

当研究所芳村所長挨拶

狩野雄氏に授与

立命館大学学長挨拶

芳村所長と狩野氏
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◆◆ 6第17号

漢
字
学
研
究
会

　

四
月
（
一
〇
〇
回
）
か
ら
二
月
（
一
〇
八
回
予
定
）。
於
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
大
学
院
等
共
同
サ
テ
ラ
イ
ト
。
科
研（
後
出
）研
究
会
と
コ
ラ
ボ
し
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
。
参
加
者
は
延
べ
一
四
七
名
（
一
二
月
ま
で
）。

第
一
〇
〇
回　

四
月
一
六
日　

二
一
名

　

・
大
形
徹
：「
疾
病
・
疫
病
観
」

　

・
笠
川
直
樹
：「
曾
公
求
編
鐘
」

第
一
〇
一
回　

五
月
二
一
日　

二
三
名

　

・
佐
々
木
聡
：「
発
病
占
の
二
千
年
史
」

　

・
石
川
大
我
：『
商
周
古
文
字
読
本
』
甲
骨
文
：
十
六
片
・
十
七
片

　

・
笠
川
直
樹
：「
曾
公
求
編
鐘
」

第
一
〇
二
回　

六
月
一
八
日　

一
九
名

　

・
多
田
伊
織
：「
黃
色
く
な
る
病
い
―
イ
ン
ド
原
典
と
漢
譯
佛
典
か
ら
―
」

　

・
西
尾
真
澄
：
修
士
論
文
中
間
発
表

　

・
末
次
信
行
：
新
出
資
料
紹
介

第
一
〇
三
回　

七
月
一
六
日　

一
五
名

　

・
六
車
楓
：「
清
華
簡
『
五
紀
』
の
身
体
と
疾
病
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
」

　

・
安
東
麟
：『
商
周
古
文
字
読
本
』「
曶
鼎
」

　

・
笠
川
直
樹
：「
曾
公
求
編
鐘
」

第
一
〇
四
回　

九
月
一
七
日　

二
一
名

　

・�

桂
島
宣
弘
「
民
衆
宗
教
に
お
け
る
「
病
気
直
し
」
―
幕
末
〜
明
治
期
金
光
教
に

お
け
る
「
病
気
」
と
「
直
し
」
を
め
ぐ
る
言
説
と
実
践
―
」

　

・
笠
川
直
樹
：「
曾
公
求
編
鐘
」

　

・
山
田
崇
仁
：「
屈
子
赤
目
簠
」

第
一
〇
五
回　

一
〇
月
一
五
日　

一
二
名

　

・
孫
瑾
：「
宋
の
民
間
医
療
観
と
房
中
術
実
践
」

　

・
佐
藤
信
弥
：「
毛
尊
・
毛
卣
」

科
研
の
会
（
漢
字
学
は
休
会
）

一
一
月
一
九
日　

一
一
名

　

・
董
伊
莎
：「
儒
教
関
係
思
想
に
お
け
る
「
厲
」
に
つ
い
て
」

第
一
〇
六
回　

十
二
月
一
七
日　

二
五
名

　

・
永
原
順
子
：「
水
難
怪
異
伝
承
の
比
較
研
究
―
東
南
ア
ジ
ア
で
の
調
査
か
ら
―
」

　

・
村
上
幸
造
：「
戎
生
編
鐘
」

漢
字
学
研
究
会
活
動
報
告（
二
○
二
二
年
度
）

副
所
長　

大
形 

徹

永原順子氏の発表の様子（キャンパスプラザ京都）12 月 17 日
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◆◆7 第17号

第
一
〇
七
回
一
月
二
三
日
二
六
名

　

・
田
天
：「
秦
漢
出
土
病
方
的
発
現
与
発
展
」

　
『
漢
字
學
研
究
』
第
一
〇
號

○
論
説
・「
大
司
空
村
東
南
地
Ｊ
25
卜
辞
の
分
類
」　

石
川
大
我
・「（
資
料
紹
介
）
青

銅
器
・
晉
侯
鳥
獸
合
體
尊
」　

末
次
信
行　

○
金
文
通
解
・
嬭
加
編
鐘　

笠
川
直
樹
・

鼎　

佐
藤
信
弥
・
柞
伯
鼎　

村
上
幸
造
・
殷
簋　

三
輪
健
介
・
晉
公
盤　

山
田
崇

仁
・
古
文
字
學
研
究
文
獻
提
要
〝
林
澐
の
研
究
よ
り
〟・
甲
骨
文
中
的
商
代
方
國
聯

盟　

佐
藤
信
弥
・
眞
該
走
出
疑
古
時
代
嗎
？
：
對
當
前
中
國
古
典
學
取
向
的
看
法　

山
田
崇
仁
・
古
文
字
轉
注
擧
例　

村
上
幸
造
・
豊
豐
辨
・
豊
豐
再
辨　

笠
川
直
樹
・

長
子
口
墓
不
是
微
子
墓　

落
合
淳
思　

○
古
文
字
學
論
著
目　

二
〇
二
〇
年
古
文
字

学
論
著
目　

橫
大
路
綾
子

　
『
漢
字
學
研
究
』
第
一
〇
號
別
冊

○
序
文
「
漢
字
文
化
の
展
望
」
を
開
催
し
て　

大
形
徹　

○
基
調
講
演　

東
ア
ジ
ア

漢
字
文
化
の
過
去
・
現
在
・
未
来　

金
文
京　

○
講
演　

簡
牘
文
字
「
各
」
旁
の
省

略　

曹
方
向　

○
中
国
古
文
字
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
に
関
す
る
諸
問
題　

山
田

崇
仁　

○
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
漢
字
文
化
の
展
望
」
鼎
談　

金
文
京
・
曹

方
向
・
山
田
崇
仁　

○
通
訳　

草
野
友
子　

司
会　

村
上
幸
造　

総
合
司
会　

山
本

優
紀
子

田天氏のオンライン発表（キャンパスプラザ京都）1 月 23 日

第
一
〇
號

Kanjigaku Kenkyu  N
o.10  2022.10 

立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所

論
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
大
司
空
村
東
南
地
Ｊ
25
卜
辞
の
分
類
」
…
…
石
川
大
我

「（
資
料
紹
介
）
青
銅
器
・
晉
侯
鳥
獸
合
體
尊
」
…
…
末
次
信
行

金
文
通
解

　
　
　
　
　
　
　

嬭
加
編
鐘
…
…
笠
川
直
樹

鼎
…
…
佐
藤
信
弥

柞
伯
鼎
…
…
村
上
幸
造

殷
簋
…
…
三
輪
健
介

晉
公
盤
…
…
山
田
崇
仁

古
文
字
學
研
究
文
獻
提
要
〝
林
澐
の
研
究
よ
り
〞

甲
骨
文
中
的
商
代
方
國
聯
盟
…
…
佐
藤
信
弥

眞
該
走
出
疑
古
時
代
嗎
？
―
對
當
前
中
國
古
典
學
取
向
的
看
法
…
…
山
田
崇
仁

古
文
字
轉
注
擧
例
…
…
村
上
幸
造

豊
豐
辨
・
豊
豐
再
辨
…
…
笠
川
直
樹

長
子
口
墓
不
是
微
子
墓
…
…
落
合
淳
思

古
文
字
學
論
著
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
〇
年
古
文
字
学
論
著
目
…
…
橫
大
路
綾
子

漢字学研究第 10 号

第
一
〇
號
別
冊

漢
字
文
化
の
展
望

Kanjigaku Kenkyu  N
o.10 Special Edition

2022.10.31

立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所

序
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
漢
字
文
化
の
展
望
」
を
開
催
し
て
…
…
大
形
徹

基
調
講
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
の
過
去
・
現
在
・
未
来
…
…
金
文
京

講
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

簡
牘
文
字
「
各
」
旁
の
省
略
…
…
曹
方
向

中
国
古
文
字
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
に
関
す
る
諸
問
題
…
…
山
田
崇
仁

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
漢
字
文
化
の
展
望
」
鼎
談
…
…
金
文
京
・
曹
方
向
・
山
田
崇
仁

通
訳
　
　
　

草
野
友
子

司
会
　
　
　

村
上
幸
造

総
合
司
会
　
　

山
本
優
紀
子

漢字学研究第 10 号別冊
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◆◆ 8第17号

○
著
書
・
論
文
・
研
究
発
表
・
講
演
等　

落
合
淳
思
「
形
音
義
に
よ
る
漢
字
の
構
成

要
素
の
分
類
」『
日
本
漢
字
學
會
報
』
第
四
号
。『
漢
字
字
形
史
字
典
【
教
育
漢
字
対

応
版
】』
東
方
書
店
、
二
〇
二
二
年
。・
同
『
漢
字
の
音
』
東
方
書
店
、
二
〇
二
二
年
。

佐
藤
信
弥
「
西
周
金
文
の
製
作
意
図
に
つ
い
て 

―
同
一
の
事
件
に
つ
い
て
記
録
し

た
金
文
よ
り
探
る
」『
立
命
館
東
洋
史
学
』
第
四
十
五
号
、
同T

he transm
ission 

of ritual related characters from
 the Shang to the Zhou: T

aking Liao 

and D
i as exam

ples,Journal of Chinese W
riting System

s vol.6 issue2, 

,East China norm
al university, 

同
「
韩
伯
丰
鼎
铭
与
西
周
时
期
王
命
记
录
的
变

化
」、『
黄
河
文
明
与
可
持
续
发
展
』
第
十
九
輯
、
河
南
大
学
黄
河
文
明
与
持
続
発
展

研
究
中
心
、同「
论
清
华
简《
摄
命
》的〝
蒿
京
〟与
西
周
甲
骨
金
文
中
的〝
蒿
〟〝

京
〟」

『
国
際
漢
語
教
育
史
研
究
』
第
三
輯
、
商
務
印
書
館
、
三
月
。
松
宮
貴
之
「
阮
元
の

地
域
移
動
と
書
論
の
変
化
：
雲
南
赴
任
期
の
書
法
言
説
の
整
理
を
中
心
と
し
て
」
京

都
語
文
三
十
号
、同『
説
文
解
字
叙
』批
判　

三
段
文
字
史
観
の
易
と
文
身（
入
れ
墨
）

東
方w

eb　

二
〇
二
二
年
八
月
、
同
、
講
演
「
川
端
康
成
の
書
と
思
想
」
川
端
康
成

文
学
館
。
大
形
徹
、「
白
川
静
著
『
字
統
』」、
漢
字
の
名
著
こ
の
一
冊
、
漢
字
の
窓 

第
四
巻 

第
一
号
。
同
「
ゲ
ー
ム
・
遊
び
」RA
D
IA

N
T
 ISSU

E17 
白
川
学
の
世

界
、
同
「
地
域
」RA

D
IA

N
T
 ISSU

E18

。
同
、
く
ら
し
の
数
字
考
「
漢
字
六
万

字
、
日
本
で
使
う
の
は
四
％　
「
死
字
」
や
「
逆
輸
出
」
も
」
二
〇
二
二
・
六
・
一
〇
、

日
本
経
済
新
聞
。
同
「
荘
子
と
語
る
」
二
十
二
〜
三
十
、
東
大
阪
新
聞
。
芳
村
弘

道
・
大
形
徹
、
立
命
館
大
学　

知
の
拠
点
を
訪
ね
て vol.1

「
豊
か
な
漢
字
文
化
か

ら
東
ア
ジ
ア
を
一
望
す
る 

白
川
静
記
念 

東
洋
文
字
文
化
研
究
所
」https://w

w
w
.

ritsum
ei.ac.jp/new

s/detail/?id=2749

。T
ohru O

hgata, Interpretations of 

the term
 Fu Y

ao （
扶
揺
） in the Zhuang Zi outer chapter Zaiyou

（
在
宥
） 

and Guo X
iang Zhu

（
郭
象
注
）, Journal of Chinese W

riting System
s 

6
。
同
「
博
鰲
亜
洲
論
壇
二
〇
二
二
年
会
分
会
（
海
南
島
）“

亜
洲
文
明
：
多
元
共

生
，
面
向
未
来
」。
同
「
出
土
文
字
資
料
と
字
書
、
出
土
図
像
資
料
と
文
献
解
釈
―

①
「
扶
搖
」
と
「
扶
桑
」、
②
「
始
」
と
「
胎
」
を
め
ぐ
っ
て
」
中
国
出
土
文
献
研

究
会（
大
阪
大
学
）。
同「
龍
角
考
」「
麒
麟
の
角
」中
国
海
洋
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
。

同
「
麒
麟
に
つ
い
て
」
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
祥
瑞
研
究
会
。
同
「
中

国
ー
日
本
を
横
断
し
た
病
と
鬼
の
研
究
≪
そ
の
一
〜
四
≫
」Garage Labo T

okyo

【
シ
ャ
ナ
ナ
Ｔ
Ｖ
】。
同
「
鬼
系
の
病
因
論
と
気
系
の
病
因
論
」
大
阪
伝
統
生
薬
研

究
会
、
令
和
四
年
度
第
三
回
研
究
会
。
大
形
徹
・
山
本
優
紀
子
・
池
内
早
紀
子
「
月

の
中
に
ウ
サ
ギ
と
カ
エ
ル
が
な
ぜ
い
る
の
か
」
第
三
回
、
日
中
韓
十
五
夜
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
宮
崎
公
立
大
学
。・
張
利A

bout the K
ing of H

an-W
inu

（
漢
委
奴
国

王
）on the gold Seal. 

二
〇
二
二
年
十
二
月
「
中
国
文
字
」SA

GE 2022, V
ol (4) 

pp.265-272.

・
同
「
お
も
し
ろ
漢
字
」
六
冊
（
小
学
校
一
－
六
年
生
）
一
〇
二
六

漢
字
の
成
り
立
ち
教
材
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
。
二
〇
二
二
年

一
月
。・
同
「
魂
鎮
め
と
御
霊
神
社
－『
真
』
の
字
源
を
探
求
」
二
〇
二
二
年
四
月

二
十
八
日　

奈
良
シ
ニ
ア
大
学
・
同
「
こ
わ
く
て
ゆ
か
い
な
漢
字
～
十
二
支
の
漢
字

物
語
」・
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
八
日
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
文
化
講
座
・「
十
二
干

支
の
縁
起
と
漢
字
」
二
〇
二
二
年
八
月
二
〇
日
、
福
井
県
教
育
庁
生
涯
学
習
・
文
化

財
課
「
白
川
文
字
学
講
座
」。・
同
「
倭
人
の
源
流
『
西
双
版
納
』
を
訪
ね
て
―
古
俗

の
中
で
蘇
る
文
字
」
二
〇
二
二
年
九
月
八
日　

奈
良
シ
ニ
ア
大
学
講
座
。・
同
「
漢

字
か
ら
見
る
人
の
一
生
～
こ
わ
く
て
ゆ
か
い
な
漢
字
」
二
〇
二
二
年
九
月
二
〇
日　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
文
化
講
座
・
同
「
食
と
酒
の
漢
字
～
こ
わ
く
て
ゆ
か
い
な
漢
字
」

二
〇
二
二
年
十
二
月
六
日　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
文
化
講
座
・
同
「
倭
人
の
源
流
『
西

双
版
納
』
を
訪
ね
て
―
古
俗
の
中
で
蘇
る
文
字
」
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
三
日　

大
阪
シ
ニ
ア
大
学
講
座
・
同
「
日
本
漢
字
・
仮
名
文
化
」
二
〇
二
二
年
四
月
二
十
九

日　

山
東
藝
術
學
院
書
法
学
院　

書
法
専
攻
国
家
級
一
流
本
科
専
攻
建
設
系
列
。・

同
「
漢
字
工
作
坊
：
日
文
和
中
文
的
同
形
異
義
字
」
二
〇
二
二
年
十
二
月
五
日　

台

湾
慈
濟
大
学
「
亞
洲
文
明
的
堅
強
與
東
亞
文
化
的
柔
軟
－
中
日
語
言
工
作
坊
」・
山

本
堯
『
太
古
の
奇
想
と
超
絶
技
巧　

中
国
青
銅
器
入
門
』
新
潮
社
、
二
〇
二
三
年
・

同
・
山
本
堯
・
樋
口
陽
介
・
内
田
純
子
・
新
郷
英
弘
「
東
周
青
銅
器
施
紋
技
法
の
基

礎
的
検
討
―
侯
馬
出
土
鋳
型
資
料
を
中
心
に
―
」『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』第
三
十
八
巻
、
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二
〇
二
三
年
・
同
「
楚
國
政
權
構
造
試
論
―
考
古
資
料
よ
り
み
た
政
權
基
盤
の
變
遷

―
」『
東
洋
史
研
究
』
八
一
（
三
）、二
〇
二
三
年
・
同
「
殷
周
青
銅
器
に
お
け
る
伝
世
・

復
古
と
そ
の
史
的
意
義
」『
考
古
学
研
究
』
六
十
九
（
三
）、p.21-36

、
二
〇
二
二

年
・
同
「
な
ぜ
祠
堂
に
龍
が
描
か
れ
た
の
か
」『
古
代
中
国
の
神
話
と
祥
瑞
―
武
氏

祠
画
像
石
拓
本
―
』
展
覧
会
図
録
、
二
〇
二
二
年
・
同
「
中
小
規
模
美
術
館
に
お

け
る
調
査
研
究
の
い
ま
―
泉
屋
博
古
館
の
実
践
例
か
ら
」『
博
物
館
研
究
』
五
十
七

（
十
一
）、
二
〇
二
二
年
・
同
「
東
周
時
代
華
中
地
域
に
お
け
る
青
銅
彝
器
生
産
の
変

革
と
画
期
」『
考
古
学
雑
誌
』
一
〇
五
（
一
）、
二
〇
二
二
年
・
同
「
殷
周
金
文
辨

僞
新
考
」『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
二
十
六
、二
〇
二
二
年
・
同
「
殷
周
青
銅
器
に
お

け
る
伝
世
・
復
古
と
そ
の
史
的
意
義
」
考
古
学
研
究
会
第
六
十
八
回
総
会
・
研
究
集

会
、
二
〇
二
二
年
四
月
二
十
四
日
・
重
信
あ
ゆ
み 

．H
istorical Flow

 of K
anji 

A
cquisition M

aterials in Japan, 

第
十
二
屆
漢
字
與
漢
字
教
育
國
際
研
討
會 In 

Porland,

二
〇
二
三
年
二
月
三
日
・
同
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ひ
ら
が
な
習
得
教
材
に
お
け

る
適
性
処
遇
交
互
作
用
の
実
証
研
究
」、『
藍
野
大
学
紀
要
』
三
十
五 

、
二
〇
二
三

年
三
月
・「
九
州
古
代
史
の
会
」
一
月
例
会
・
黄
當
時
「「
埴
輪
」
と
は
な
に
か
―
―

『
古
事
記
』
因
幡
の
白
兎
が
和
邇
を
欺
く
説
話
か
ら
言
語
情
報
を
借
り
て
―
」
も
も

ち
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
一
月
・
久
保
輝
幸
『
与
花
方
作
譜
』
広
西
科
学
技

術
出
版
社
・
同
「『
百
川
学
海
』
の
諸
版
本
に
つ
い
て
」『
歴
史
文
化
研
究
』（
九
）。・

同
「
番
薯
伝
播
史
研
究
的
新
視
角
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
食
文
化
―
伝
統
・

産
業
・
地
域
振
興
―
（
立
命
館
大
学
食
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
二
二
年
十
一
月

二
十
七
日
。・
同
「
牽
牛
子
傳
播
史
研
究
、東
亞
文
化
意
象
的
博
物
書
寫
與
物
質
文
化
」

中
央
研
究
院
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
七
日
。・
野
田
尚
史
・
中
尾
有
岐
編
『
日

本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
聴
解
教
材
の
作
成 

』
ひ
つ
じ
書
房
、
第
四

部
第
二
章
「
学
習
者
が
講
義
を
聞
く
難
し
さ
」（
久
保
輝
幸
・
高
山
弘
子
）・
瀧
朝
子

編
『
呉
越
国　

一
〇
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
華
開
い
た
文
化
国
家
』
勉
誠
出
版
、
第
一
部　

呉
越
国
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
「
江
浙
地
方
と
日
本
に
お
け
る
ボ
タ
ン
栽
培
の
始
ま
り
―

呉
越
国
か
ら
の
伝
来
の
可
能
性
」・
趙
中
振
，
劉
靖
，
陳
潘
，
久
保
輝
幸
．
西
博
博

徳
的
本
草
之
縁
―
―
従
从
一
道
日
本
高
考
題
談
起
．
中
華
医
史
雑
誌 

五
十
二（
四
）。

T
eruyuki K

U
BO

, Zhong-Zhen ZH
A
O
. H

istory of the Chinese M
edicinal 

Gelatine, Ejiao. Chinese M
edicine and Culture 5

(1) 39-45.

○
漢
字
関
係
の
授
業　

横
大
路
綾
子
・
末
次
信
行
・
笠
川
直
樹
・
村
上
幸
造
・
大
形

徹
「
漢
字
学
」
姫
路
市
立
生
涯
学
習
大
学
校 

一
年
・
二
年
コ
ー
ス
、
大
形
徹
「
書

道
と
漢
字
教
育
」・「
毛
筆
の
指
導
方
法
」
放
送
大
学
大
阪
学
習
セ
ン
タ
ー
。

科
研
費
等
（
代
表
）

・�

山
田
崇
仁　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
中
国
殷
周
金
文
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
作
成
に
関

す
る
基
礎
的
研
究

・�

山
田
崇
仁　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
情
報
化
時
代
に
お
け
る
佚
文
収
集
の
手
法
に
つ
い

て
の
研
究
：
大
蔵
経
か
ら
の
抽
出
を
事
例
と
し
て

・�

落
合
淳
思　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
漢
字
の
部
首
（
字
素
・
意
符
）
の
多
様
性
と
そ
の

時
代
的
変
遷

・�

山
本
尭　

若
手
研
究 

春
秋
戦
国
時
代
青
銅
器
の
生
産
と
流
通
に
関
す
る
複
合
的

研
究

・�

大
形
徹　

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
の
疾
病
・
疫
病
観
の
史
的
・

現
代
的
展
開
―
鬼
系
病
因
論
の
起
源
と
思
想
的
水
脈

・�

大
形
徹　

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
委
託
共
同
研
究
『
万
葉
集
』
と
道
教
・
仏
教
・

医
学
〜
超
越
的
存
在
へ
の
憧
憬
と
苦
か
ら
の
解
放

・�

大
形
徹　

漢
籍
を
中
心
と
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
教
育
科
学
省
中
央
図
書
館
珍
本
書

庫
収
藏
資
料
に
関
す
る
研
究 

立
命
館
大
学
国
際
共
同
研
究
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
型
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疫
情
の
鎮
静
が
二
〇
二
二
年
度
も
な
ら
ず
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
活

動
に
位
置
づ
け
る
南
京
大
学
域
外
漢
籍
研
究
所
・
高
麗
大
学
校
漢
字
漢
文
研
究
所
と

の
学
術
協
定
に
基
づ
く
「
東
亜
漢
籍
交
流
学
術
会
議
」
の
開
催
が
延
期
さ
れ
た
。
こ

れ
は
南
京
大
学
側
が
ホ
ス
ト
校
と
な
っ
て
催
さ
れ
る
第
七
回
の
学
術
会
議
で
あ
っ
た

が
、
三
年
連
続
の
延
期
と
な
っ
た
。
し
か
し
高
麗
大
学
校
漢
字
漢
文
研
究
所
の
呼
び

か
け
で
、「
東
亜
漢
籍
交
流
学
術
会
議
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
特
別
講
演
の
か
た

ち
を
と
っ
て
、
高
麗
大
学
校
の
主
催
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
二
二
年
十
一

月
十
九
日
に
高
麗
大
学
校
沈
慶
昊
教
授
「『
綱
鑑
金
丹
』
の
朝
鮮
流
入
と
そ
の
歴
史

文
化
上
の
影
響
に
つ
い
て
」・
南
京
大
学
の
張
伯
偉
教
授
「
東
ア
ジ
ア
漢
籍
交
流
研

究
方
法
の
再
検
討
」・
芳
村
弘
道
「
朝
鮮
渡
り
唐
本
の
調
査
現
況
」
の
講
演
が
行
わ

れ
た
。
視
聴
者
は
二
〇
〇
名
を
越
え
て
、
な
か
な
か
の
反
響
で
あ
っ
た
。
閉
会
の
挨

拶
に
お
い
て
、「
学
術
会
議
」
と
は
別
に
、
若
手
研
究
者
を
主
体
と
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
小
規
模
な
研
究
発
表
会
の
実
施
を
試
み
る
提
案
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
南
京
・

高
麗
両
研
究
所
の
賛
同
が
得
ら
れ
た
の
で
、
来
年
度
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
南
京
大
学
の
張
伯
偉
教
授
は
「
東
亜
漢
籍
交
流
学
術
会
議
」
を
来
年
こ
そ
は
実

施
し
た
い
と
改
め
て
表
明
さ
れ
、
そ
の
実
現
を
期
待
す
る
こ
と
で
講
演
会
が
終
了
し

た
。
な
お
芳
村
は
、
閉
会
の
挨
拶
の
最
後
に
下
記
の
言
葉
を
添
え
た
。

　
　

�

最
近
の
国
内
外
の
情
勢
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
「
分
断
」
と
い
う
言
葉
が
盛
ん

に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
確
か
に
そ
の
言
葉
を
現
実
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
殊
に
感
染
症
の
今
の
時
期
は
、
交
流
が
容
易
で
な
い
た
め
、
閉
鎖

的
な
考
え
に
陥
り
や
す
い
の
で
、一
層
、「
分
断
」
が
進
む
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

過
去
に
お
い
て
は
日
中
韓
の
間
で
直
接
的
な
交
流
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
訳
で

す
が
、
間
接
的
で
は
あ
っ
て
も
、
時
空
を
ま
た
ぎ
、
地
域
を
越
え
て
、
い
に
し

え
の
賢
人
に
学
び
、
あ
る
い
は
文
人
の
思
い
に
共
感
し
て
人
生
を
見
つ
め
る
役

割
を
果
た
し
た
の
は
漢
籍
で
し
た
。
今
が
「
分
断
」
の
時
代
で
あ
る
の
な
ら
ば
、

東
ア
ジ
ア
の
漢
籍
交
流
を
我
わ
れ
日
中
韓
の
三
研
究
所
が
進
め
る
意
義
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
大
き
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
麗
大
学
校
漢
字
漢
文

研
究
所
と
南
京
大
学
域
外
漢
籍
研
究
と
の
学
術
交
流
を
有
意
義
に
進
展
し
て
ゆ

き
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

課
題
で
あ
る
漢
籍
の
閲
覧
調
査
も
計
画
通
り
に
進
ま
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ

た
が
、
本
学
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
西
園
寺
文
庫
・
京
都
大
学
人
文
科
研
究
所
・

京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
・
同
経
済
学
部
図
書
館
・
同
法
学
部
図
書
館
・
公
益
財
団

法
人
陽
明
文
庫
・
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
東
京
都

立
中
央
図
書
館
で
「
朝
鮮
渡
り
唐
本
」
を
中
心
と
し
た
書
誌
調
査
が
実
施
で
き
た
。

そ
の
成
果
も
加
え
た
の
が
、
上
記
の
「
東
亜
漢
籍
交
流
学
術
会
議　

特
別
講
演
」
の

芳
村
「
朝
鮮
渡
り
唐
本
の
調
査
現
況
」
で
あ
っ
た
。

　
「
朝
鮮
渡
り
唐
本
研
究
」
の
研
究
発
表
会
を
二
〇
二
三
年
二
月
二
十
五
日
に
衣
笠

キ
ャ
ン
パ
ス
清
心
館
二
〇
六
号
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ
っ
て
開
催
、
下
記
の

発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
　

�

住
吉
朋
彦
（
学
外
研
究
員　

慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
教
授
）「
今
関
天
彭
の

漢
籍
蒐
集
と
文
献
学
」

　
　

�

魯
耀
翰
（
客
員
協
力
研
究
員　

高
麗
大
学
校
研
究
教
授
）「
李
朝
前
期
に
お
け

る
王
安
石
詩
集
の
輸
入
と
再
編
に
つ
い
て
」

　
　

�
富
嘉
吟
（
学
外
研
究
員　

お
茶
の
水
女
子
大
学
助
教
）「
棭
斎
旧
蔵
『
竹
友
集
』

に
つ
い
て
」

　
　

�

靳
春
雨
（
専
門
研
究
員　

立
命
館
ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
機
構
）「
菊
池
三
渓
稿

本
『
学
聚
堂
遺
稿
』
に
見
え
る
評
語
に
つ
い
て
」

　
　

�

芳
村
弘
道
「
二
〇
二
二
年
度
の
朝
鮮
渡
り
唐
本
の
調
査
報
告
」

　

昨
年
度
か
ら
萩
原
正
樹
副
所
長
を
中
心
と
し
て
、
明
治
維
新
以
降
の
日
中
韓
三
国

「
日
中
韓
漢
籍
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

所　

長　

芳
村
弘
道
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の
文
人
に
よ
る
詩
詞
を
通
し
て
の
交
流
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
企
図
し
、

相
互
の
文
学
や
交
流
の
様
相
、
さ
ら
に
は
相
互
理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
か
に
つ
い
て
も
探
究
す
る
「
日
中
韓
文
人
交
流
研
究
」
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
研

究
発
表
会
が
二
〇
二
三
年
二
月
二
十
六
日
に
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
清
心
館
二
〇
六
号
教

室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ
っ
て
「
日
中
韓
文
人
交
流
研
究
会
」
を
開
催
し
、
下
記

の
発
表
が
な
さ
れ
た
。

　
　

�

井
上
充
幸
（
文
学
部
教
授
）・
猪
俣
貴
幸
（
本
学
大
学
院
生
）「
蓬
左
文
庫
蔵
『
銅

人
腧
穴
鍼
灸
図
経
』
拓
本
と
そ
の
来
歴
に
つ
い
て
―
十
七
世
紀
前
半
の
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
学
術
交
流
史
解
明
の
手
が
か
り
を
探
る
―
」

　
　

靳　

春
雨　
「
山
田
政
苗
『
蠖
堂
詩
鈔
』
及
び
所
収
詞
三
首
」

　
　

�

魯　

耀
翰　
「『
善
隣
唱
和
』」
と
『
翠
雲
雅
集
』
に
現
れ
る
日
韓
文
人
の
詩
文

唱
和
に
つ
い
て
」

　
　

�

中
山
陽
菜
（
台
湾
大
学
四
回
生
）「
大
正
、
昭
和
期
的
漢
詩
壇
：
漢
詩
月
刊
《
文

字
禪
》
及
其
續
刊
《
漢
詩
春
秋
》
的
投
稿
狀
況
」

　
　

�

佘　

筠
珺
学
外
研
究
員
（
台
湾
大
学
助
理
教
授
）「
久
保
天
隨
與
臺
灣
詩
社
」

　
　

萩
原
正
樹　
「『
鷗
夢
新
誌
』
に
見
え
る
中
国
の
詩
人
」

主
な
研
究
員
の
本
年
度
の
業
績

【
著　

書
】

・
髙
田
宗
平
客
員
協
力
研
究
員
（
大
阪
公
立
大
学
客
員
研
究
員
）

　
『
日
本
漢
籍
受
容
史
』（
八
木
書
店
出
版
部
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
、
六
五
八
頁
）

・
靳
春
雨

　

�『
中
国
・
日
本
の
詩
と
詞
―
―
『
燕
喜
詞
』
研
究
と
日
本
人
の
詩
詞
受
容
』（
朋
友

書
店
、
二
〇
二
三
年
三
月
、
二
九
三
頁
、
予
定
）

【
論　

文
】

・
萩
原
正
樹

　

�「
和
刻
本
《
事
林
広
記
》
中
所
見
宋
詞
―
《
全
宋
詞
》
未
収
《
迎
仙
客
》
詞
六
首
」

（「
詞
学
」
第
四
七
輯
、
二
〇
二
二
年
六
月
）

　

�「
浦
川
源
吾
編
『
支
那
歴
代
純
文
學
選
』
に
つ
い
て
―
唐
宋
詞
收
録
の
講
讀
用
敎

科
書
と
立
命
館
大
學
―
」（「
學
林
」
第
七
五
号
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
）

・
住
吉
朋
彦

　

�「
慶
應
義
塾
圖
書
館
藏
《
論
語
疏
》
卷
六
概
述
」（「
國
際
漢
學
研
究
通
訊
」
第

二
三
・
二
四
期
、
二
〇
〇
二
二
年
六
月
、
陳
捷
譯
）

　

�「
天
理
図
書
館
蔵
五
山
版
考
述
（
一
）
漢
籍
之
部
（
上
）」（「
ビ
ブ
リ
ア
」
一
五
八

号
、
二
〇
二
二
年
十
月
）

・
富
嘉
吟

　
「『
川
文
粹
』
考
」（「
唐
代
文
学
研
究
」
第
二
十
二
輯
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
）

・
芳
村
弘
道

　

�「
村
瀬
栲
亭
の『
李
太
白
峨
眉
山
月
歌
地
理
指
掌
図
』疏
解
」（「
學
林
」第
七
十
五
号
、

二
〇
二
二
年
十
二
月
）

【
学
会
発
表
】

・
萩
原
正
樹

　

�「「
集
曲
名
詞
」
考
論
」（
二
〇
二
二
年
五
月
二
十
日
、
第
十
七
届
「
文
学
与
美
学
」

国
際
学
術
研
討
会
、
於
台
湾
淡
江
大
学
）

　

�「
愛
好
唐
宋
詞
的
又
一
位
日
本
学
者
―
浦
川
源
吾
与
其
所
編
〈
支
那
歴
代
純
文
学

選
〉
―
」（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
日
、
華
東
師
範
大
学
「
東
亜
詞
学
文
献
整

理
与
研
究
」
学
術
研
討
会
、
華
東
師
範
大
学
）

・
芳
村
弘
道

　

�「
朝
鮮
渡
唐
本
研
究
」（
二
〇
二
二
年
五
月
二
十
一
日
、
第
二
届
古
籍
文
献
収
蔵
、

研
究
及
整
理
出
版
国
際
学
術
論
壇
、
北
京
大
学
中
国
古
文
献
研
究
中
心
・
温
州
大

学
人
文
学
院
・
広
西
師
範
大
学
出
版
社
）

・
富
嘉
吟

　

�「
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
琱
玉
集
』
の
流
伝
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
二
年
九
月
二
日
、

二
〇
二
二
年
中
國
中
世
寫
本
研
究
夏
季
大
會
、
広
島
大
学
）
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・
靳
春
雨

　
�「

経
学
者
佐
藤
一
斎
の
填
詞
―
新
見
六
首
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
〇
二
二
年
十
月
九
日
、

日
本
中
国
学
会
第
七
十
四
回
大
会
、
早
稲
田
大
学
）・「
高
青
邱
诗
的
伝
播
：
長
三

洲
和
近
藤
元
粹
的
次
韻
詩
」（
二
〇
二
二
年
十
月
二
二
日
、
第
四
届
智
能
媒
体
与

詩
礼
文
化
研
究
国
際
論
壇
、
上
海
大
学
文
学
院
）。

　

二
〇
二
二
年
十
二
月
の
立
命
館
土
曜
講
座
は
当
研
究
所
企
画
で
あ
っ
た
。
第
三
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
日
本
文
献
研
究
」
班
が
担
当
し
た
。
講
座
の
テ
ー
マ
は
「
京
の
手

習
い
―
立
命
館
で
学
ぶ
日
本
語
学
・
日
本
文
学
―
」
に
設
定
し
た
。

　

十
二
月
三
日
（
第
三
三
七
一
回
）
の
小
椋
秀
樹
研
究
員
に
よ
る
演
題
「
現
代
日
本

語
に
お
け
る
漢
字
の
使
用
実
態
と
漢
字
政
策
」
は
、
漢
字
に
関
す
る
国
の
施
策
を
紹

介
し
、
と
く
に
文
化
庁
に
よ
る
「
常
用
漢
字
表
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、「
当
用
漢

字
表
」（
一
九
四
六
年
）
を
改
定
し
て
一
九
八
一
年
に
実
施
さ
れ
た
「
常
用
漢
字
表
」

が
、
二
〇
一
〇
年
に
改
定
さ
れ
た
経
緯
な
ど
を
説
明
し
た
う
え
で
、
二
〇
一
〇
年
の

改
定
を
評
価
し
、
検
証
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

十
二
月
十
日（
第
三
三
七
二
回
）は
、川
崎
が「
嵯
峨
本
願
寺
の
和
漢
歌
仙
」と
題
し
、

東
本
願
寺
の
別
業
渉
成
園（
京
都
市
下
京
区
、別
称
枳
殻
邸
）に
か
つ
て
存
在
し
た「
偶

仙
楼
」
に
飾
ら
れ
て
い
た
近
衞
家
凞
筆
・
渡
辺
始
興
画
『
和
漢
六
歌
仙
板
額
』
一
函

十
二
枚
が
宗
教
法
人
本
願
寺
（
通
称
嵯
峨
本
願
寺
、
京
都
市
右
京
区
）
に
現
存
す
る

こ
と
を
紹
介
し
、
そ
の
作
成
さ
れ
た
事
情
と
内
容
上
の
特
色
、
近
衞
家
と
東
本
願
寺

と
の
関
係
を
論
じ
た
。

　

各
回
と
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
の
特
性
を
活
か
し
、
豊
富
な
図

表
・
写
真
を
資
料
と
し
て
提
供
で
き
た
。
一
般
の
方
々
に
も
馴
染
み
の
あ
る
話
題
で

あ
っ
た
た
め
質
問
も
多
く
飛
び
出
し
、
活
気
の
あ
る
講
座
で
あ
っ
た
。

22 年度の朝鮮渡り唐本研究会

22 年度の日中韓文人交流研究会

立
命
館
土
曜
講
座　

京
の
手
習
い

―
立
命
館
で
学
ぶ
日
本
語
学
・
日
本
文
学
―

川
崎
佐
知
子
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第
三
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
洋
文
字
文
化
に
関
連
の
深
い
日
本
の
文
字
・
漢

字
・
漢
語
・
古
典
籍
（
和
書
・
漢
籍
・
仏
典
）
を
研
究
対
象
と
す
る
。
日
本
固
有

の
文
献
を
用
い
た
研
究
は
、
根
本
資
料
の
独
自
性
お
よ
び
長
年
蓄
積
さ
れ
た
研
究
方

法
の
独
創
性
と
い
う
特
色
を
有
す
る
。
海
外
の
研
究
者
の
注
目
も
集
め
る
分
野
で
あ

り
、広
く
国
際
的
な
人
文
科
学
研
究
と
し
て
貢
献
す
る
。
こ
う
し
た
現
況
を
踏
ま
え
、

二
〇
二
二
年
度
は
三
つ
の
課
題
を
設
定
し
、
各
班
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
た
。

　
　

課
題
⑴　

古
記
録
・
古
文
書
に
お
け
る
漢
字
・
漢
語
の
変
遷

　
　

課
題
⑵　
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』を
活
用
し
た
漢
字
・
漢
語
の
通
時
的
研
究

　
　

課
題
⑶　

近
世
前
期
近
衞
関
白
家
の
漢
学
に
関
す
る
研
究

　

課
題
⑶
で
は
、
近
衞
家
の
漢
学
研
究
会
を
結
成
し
、
近
世
前
期
の
大
德
寺
僧
桂
嶽

宗
芳
の
詩
文
集
『
桂
芳
集
』
を
会
読
し
た
。
と
く
に
公
家
近
衞
基
凞
と
の
交
流
の
解

明
を
目
指
し
た
。
両
者
の
交
流
は
桂
嶽
宗
芳
が
近
衞
家
菩
提
所
の
大
徳
寺
芳
春
院
第

六
世
と
な
っ
た
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
末
か
ら
同
十
三
年
ま
で
の
二
年
間
で
あ

る
こ
と
、
交
流
期
間
が
限
ら
れ
る
の
は
、
元
禄
十
三
年
十
一
月
一
日
の
桂
嶽
宗
芳
示

寂
に
因
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。
並
行
し
て
、『
桂
芳
集
』の
訳
注
作
業
を
進
め
た
。

　

研
究
会
は
対
面
を
基
本
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
開
催
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
学

内
構
成
員
を
中
心
と
す
る
も
の
の
、
海
外
よ
り
、
黄
鶯
氏
（
福
州
大
学
外
国
語
学
院
・

講
師
）
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
修
博
士
後
期

課
程
に
在
籍
す
る
高
語
莎
氏
を
、
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
採
用
し
た
。
研
究
会

運
営
や
訳
註
作
業
の
補
助
を
務
め
た
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
若
手
研
究
者
育
成
に
少

し
で
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
「《
金
文
講
座
》
―
―
白
川
静
『
金
文
通
釈
』
に
沿
っ
て
」
と
題
し
て

全
十
回
の
公
開
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
ま
で
と
違
う
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
動
画
サ
イ
ト
で
あ
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
も
併
用
し
た
点
で
す
。『
金
文
通
釈
』
は
専

門
性
が
高
く
、
研
究
者
に
と
っ
て
も
か
な
り
読
み
づ
ら
い
た
め
、
名
前
だ
け
が
知
ら

れ
て
い
て
読
ま
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
書
物
で
す
が
、「
金
文
通
釈
」
を
読
ま

ず
し
て
金
文
の
研
究
が
深
ま
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
多
く
の
人
に
読

め
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
積
年
の
思
い
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で
実
現
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
撮
影
か
ら
動
画
に
仕
上
げ
る
ま
で
の
作
業
を
全
て
一
人
で
や
ら
ざ
る

を
得
ず
大
変
で
す
が
、
続
け
て
い
る
う
ち
に
段
々
と
要
領
が
分
っ
て
き
ま
し
た
。
公

開
講
座
に
先
立
っ
て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
流
し
ま
す
の
で
、
受
講
者
が
予
習
や
復
習
を

す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。
公
開
講
座
で
は
ま
た
動
画
と
も
一
味
違
う
展
開
を
し
ま

す
の
で
、
両
方
見
て
頂
く
こ
と
で
一
層
効
果
が
あ
が
る
よ
う
で
す
。
来
年
度
以
降
も

続
け
ま
す
。

（
白
川
研
究
所
客
員
研
究
員
）

日
本
文
献
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

川
崎
佐
知
子

二
〇
二
二
年
度
連
続
公
開
講
座
の
報
告　

客
員
研
究
員　

高
島 

敏
夫
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今
年
度
は
、
初
等
・
中
等
教
育
の
現
場
で
も
、
通
常
の
教
育
活
動
を
取
り
戻
す
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
北
海
道
に
「
田
中
学
園　

立
命
館
慶
祥
小
学
校
」
が

開
校
し
、
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
児
童
た
ち
が
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
白
川
Ｗ
Ｇ
の
一
員
で
も
あ
る
立
命
館
小
学
校
の
長
谷
川
昭
先
生
が
、
開
校
に

合
わ
せ
て
、
北
海
道
に
行
か
れ
ま
し
た
の
で
、
早
速
初
年
度
か
ら
「
成
り
立
ち
と
つ

な
が
り
で
学
ぶ
白
川
漢
字
」
を
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
白
川

静
先
生
の
描
か
れ
た
漢
字
教
育
が
、
北
海
道
の
子
ど
も
た
ち
に
も
広
が
っ
て
い
く
絶

好
の
機
会
と
な
る
よ
う
、
今
後
の
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
二
〇
二
二
年
度
の
主
な
取
り
組
み
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
１
）�「
第
一
三
回
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
、「
第
九
回
白
川
静
漢
字
教
育
賞
」

優
秀
賞
を
受
賞

　
　

①�

昨
年
度
の
最
優
秀
賞
（
小
学
生
）
に
引
き
続
き
、
今

年
度
は
立
命
館
高
校
二
年
生
の
生
徒
が
、「
創
作
漢

字
コ
ン
テ
ス
ト
」（
産
経
新
聞
社
、白
川
研
主
催
）
で
、

二
三
七
四
九
名
の
全
応
募
者
の
中
か
ら
「
成
語
・
成

句
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
言
」
の
言
葉
を

モ
チ
ー
フ
に
「
ひ
と
こ
と
お
お
い
」
の
意
味
を
持
つ

漢
字
を
創
作
し
ま
し
た
。（
写
真
１
）

　
　

②�

福
井
県
が
主
催
す
る
「
白
川
静
漢
字
教
育
賞
」【
小

中
学
生
の
部
】
川
柳
部
門
で
、
立
命
館
小
学
校
四
年

生
の
児
童
が
優
秀
賞
（
最
高
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

作
品
は
、「
心
ひ
か
れ　

ふ
り
む
い
た
ん
だ　

そ
れ
が
愛
」。「
愛
」
の
成
り

立
ち
を
モ
チ
ー
フ
に
、
素
直
な
心
を
川
柳
に
仕
上
げ
た
と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

（
２
）�「
田
中
学
園　

立
命
館
慶
祥
小
学
校
」（
長
谷
川
昭
先
生
）
で
の
取
り
組
み
（
写

真
２
）

　
　

�　

一
年
生
〜
四
年
生
ま
で
の
全
学
年
（
初

年
度
）
で
、
年
間
一
六
の
テ
ー
マ
で
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。長
谷
川
先
生
が
、テ
ー

マ
ご
と
に
独
自
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作

成
し
、
授
業
の
最
後
に
自
製
の
「
白
川
漢

字
ノ
ー
ト
」
に
習
っ
た
漢
字
と
古
代
文
字

を
書
き
、
感
想
を
書
く
と
い
う
流
れ
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
テ
ー
マ
は
、「
漢

字
の
た
ん
じ
ょ
う
、い
ち
、に
、さ
ん
」（
一

年
生
）、「
だ
れ
の
足
あ
と
？
」（
二
年
生
）、

「
じ
っ
と
動
か
ず
、
主
に
な
る
」（
三
年
生
）、「
漢
字
の
中
の
力
持
ち
」（
四
年

生
）
等
な
ど
で
す
。
長
谷
川
先
生
に
よ
る
と
、
と
く
に
「
古
代
文
字
を
書
き
写

す
活
動
に
意
義
が
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
出
合

え
た
喜
び
が
一
生
懸
命
丁
寧
に
書
き
写
す
姿
の
中
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、

感
想
も
「
今
ま
で
別
々
と
思
っ
て
い
た
漢
字
が
つ
な
が
り
が
あ
る
と
わ
か
っ
て

も
っ
と
知
っ
て
覚
え
た
く
な
っ
た
」
と
書
く
児
童
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
授
業
の
後
に
は
、
図
書
館
の
「
白
川
漢
字
」
に
関
す
る
本
の
貸
し
出
し
が

増
え
る
と
い
っ
た
現
象
が
起
き
、
子
ど
も
た
ち
の
漢
字
学
習
へ
の
興
味
を
引
き

出
す
取
り
組
み
に
な
っ
た
と
長
谷
川
先
生
も
そ
の
手
ご
た
え
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
様
子
で
し
た
。「
北
の
大
地
の
子
ど
も
た
ち
」
と
と
も
に
、
さ
ら
に
旺
盛
な

実
践
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
立
命
館
小
学
校
で
の
「
白
川
漢
字
」
の
取
り
組
み

　
　

①�

「
読
書
の
時
間
」・「
国
語
力
向
上
の
時
間
」
を
中
心
と
し
た
白
川
漢
字
の
取

り
組
み

二
〇
二
二
年
度
教
育
活
動
報
告

上
席
研
究
員　

後
藤 

文
男写真１

「立命館高校 創作漢字コンテスト入賞作品」

写真２
「立命館慶祥小学校の授業風景」
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�

今
年
度
も
、
大
橋
輝
子
先
生
は
一
年
生
か
ら
四
年
生
の
「
読
書
の
時
間
」
で

一
四
回
、
志
賀
都
子
先
生
は
二
年
生
の
「
国
語
力
向
上
の
時
間
」
で
七
回
、

白
川
漢
字
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
橋
先
生
は
、
古
代
文
字
を
通
し
て
読
書

の
扉
を
開
く
実
践
と
「
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
の
「
古
代
文
字
漢
字
展
」

等
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
志
賀
先
生
は
、「
絵
本
か
ら
始
ま
る
漢
字

物
語
」
と
題
し
て
絵
本
と
漢
字
の
世
界
を
結
ぶ
実
践
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
　

②�

京
都
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、「
第
二
回
わ
た
し
の
好
き
な
漢
字
展
」
を
開

催
（
写
真
３
）

　
　
　

�

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
十
一
月

に
「
京
都
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
、
四
年
生
の

児
童
た
ち
が
、
思
い
思
い
に
選
ん
だ
古

代
文
字
一
字
を
越
前
和
紙
に
書
い
た
も

の
で
す
。
名
前
も
古
代
文
字
。
落
款
も
、

消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
作
り
ま
し
た
。
今

年
の
作
品
も
、
力
強
い
タ
ッ
チ
で
書
か

れ
た
作
品
が
多
く
、
と
て
も
素
敵
な
展

覧
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

③�

伊
東
信
夫
先
生
の
『
漢
字
成
り
立
ち

ブ
ッ
ク
』
が
漢
字
学
習
の
副
教
材
に
採

用
さ
れ
ま
し
た

　
　
　

�

立
命
館
小
学
校
で
は
、今
年
度
か
ら
全
学
年
で『
漢
字
成
り
立
ち
ブ
ッ
ク
』（
伊

東
信
夫
著　

太
郎
次
郎
エ
デ
ィ
タ
ス
）
が
、
漢
字
学
習
の
副
教
材
と
し
て
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
全
学
年
で
活
用
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
副
教
材
活
用

の
一
環
と
し
て
、
学
期
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
後
藤
に
よ
る
「
白
川
漢
字
」

の
授
業
を
全
学
年
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
４
）
他
の
附
属
校
で
の
取
り
組
み

　
　

①
立
命
館
中
学
校
高
等
学
校

　
　
　

・�

七
月
〜
八
月
に
行
な
わ
れ
た
二
回
の
「
入
試
説
明
会
」
で
、「
白
川
漢
字
」

の
体
験
授
業
（
中
学
受
験
対
象
）
と
創
作
漢
字
に
「
国
語
科
」
の
先
生
方

と
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
　
　

・
九
月
「
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
の
応
募

　
　

②
立
命
館
守
山
中
学
校
高
等
学
校

　
　
　

・�

五
月
〜
七
月　

月
一
〜
二
回　

滋
賀

県
東
近
江
市
に
あ
る
「
日
本
ラ
チ
ー

ノ
学
院
」
の
小
学
校
で
「
白
川
漢
字
」

の
授
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
　
　

・�

十
月　

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
の「
コ

レ
ジ
オ
サ
ン
タ
ナ
学
園
」
で
「
漢
字

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　

・�

十
二
月　

高
校
二
年
生
に
「
漢
字
の

成
り
立
ち
と
つ
な
が
り
、
そ
し
て
大

学
の
学
び
」
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

（
５
）
河
内
長
野
市
で
連
続
講
座
を
再
開

　
　
　

・�

七
月　

漢
字
探
検
隊
「
夏
の
漢
字
大
冒
険
」
と
題
し
た
漢
字
探
検
隊
が
七

月
二
六
日
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
午
前
中
は
、「
貝
か
ら
生
ま

れ
た
漢
字
」
午
後
「
田
の
字
の
あ
る
漢
字
」
を
テ
ー
マ
に
後
藤
が
講
座
を

担
当
し
ま
し
た
。

　
　
　

・�

十
二
月
〜
一
月　

コ
ロ
ナ
で
通
常
開
催
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
河
内
長

野
市
の
「
く
ろ
ま
ろ
塾
」
が
、
三
年
ぶ
り
に
全
三
回
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、「
國
の
大
事
は
祀
と
戎
」
を
テ
ー
マ
に
、
①
國
と
は
何

か　

②
祀
と
は
何
か　

③
戎
と
は
何
か
の
演
題
で
後
藤
が
講
座
を
担
当
し

ま
し
た
。

　
　
　
　

以
上
、
今
年
度
の
主
な
活
動
で
す
。

写真３
「立命館小学校 わたしの好きな漢字展」

写真４
日本ラチーノ学院（滋賀）の授業風景
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体
験
型
漢
字
講
座
「
漢
字
探
検
隊
」

　

二
〇
〇
七
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
「
漢
字
探
検
隊
」
は
、
人
体
や
動
物
、
植
物
、
道

具
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
座
学
だ
け
で
は
な
く
、
見
学
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て

漢
字
の
成
り
立
ち
と
そ
の
も
と
に
な
っ
た
自
然
や
文
化
を
学
習
す
る
体
験
型
の
講
座

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
二
百
三
十
八
回
開
催
し
た
。

　

過
去
二
年
間
の
経
験
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
コ
ロ

ナ
前
に
定
例
開
催
し
て
い
た
講
座
の
復
活
（
滋
賀
県
草
津
市
、兵
庫
県
姫
路
市
）
や
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
対
面
＋
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
開
催
な
ど
、
そ
の
方
式
を
模
索
し

て
き
た
。
ま
た
香
川
県
高
松
市
で
の
八
年
ぶ
り
の
講
座
開
催
や
、
実
質
初
め
て
と
な

る
大
阪
府
茨
木
市
で
の
開
催
な
ど
新
た
な
展
開
も
進
め
て
き
た
。

地
域

回

実
施
年
月

テ
ー
マ

講
座
名

参
加
者
数

場
所

京
都

65

２
０
２
２
・
７

形
音
義

漢
字
な
ぞ
な
ぞ
を
作
ろ
う

78

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス

京
都

66

２
０
２
２
・
11

篆
刻

は
ん
こ
を
作
ろ
う

64

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス

東
京

１

２
０
２
２
・
７

総
合

漢
字
探
検
隊
ｉ
ｎ
東
京
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

90

立
命
館
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

東
京

２

２
０
２
２
・
８

総
合

漢
字
探
検
隊
ｉ
ｎ
東
京
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

66

立
命
館
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

東
京

３

２
０
２
２
・
８

総
合

漢
字
探
検
隊
ｉ
ｎ
東
京
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

81

立
命
館
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

滋
賀

16

２
０
２
２
・
９

文
物

草
津
の
街
で
漢
字
探
検

85

草
津
市
野
路
町
新
宮
会
館

香
川

５

２
０
２
２
・
10

建
物

高
松
城
で
漢
字
と
出
合
う

62

玉
藻
公
園
（
高
松
城
）

兵
庫

９

２
０
２
２
・
10

科
学

科
学
と
漢
字
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

86

姫
路
科
学
館

宮
城

４

２
０
２
２
・
11

動
物

動
物
と
漢
字
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

56

仙
台
市
八
木
山
動
物
公
園

福
島

16

２
０
２
２
・
11

総
合

漢
字
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

150

福
島
市
こ
む
こ
む

大
阪

１

２
０
２
３
・
２

人
体

漢
字
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
大
会

37

立
命
館
大
学
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス

学
内
他
組
織
と
の
連
携
事
業

　

文
化
事
業
事
務
局
は
立
命
館
大
学
の
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
地
域
連
携
課
に
所
属
し
、

漢
字
を
ツ
ー
ル
と
し
た
地
域
連
携
事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
立
命
館
大
学
の
他

キ
ャ
ン
パ
ス
（
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
、
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の

地
域
連
携
課
と
共
同
で
草
津
市
お
よ
び
茨
木
市
で
の
「
漢
字
探
検
隊
」
を
開
催
し
た
。

ま
た
社
会
連
携
課
は
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
講
座
「
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
」
へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
提

供
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い　

漢
字
の
な
り

た
ち
」
講
座
の
制
作
に
協
力
し
た
。
同
講
座
の
項
目
と
し
て
は
珍
し
い
親
子
を
対
象

と
し
た
講
座
で
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　

立
命
館
附
属
校
教
員
と
の
白
川
文
字
学
に
基
づ
く
漢
字
教
材
制
作
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
詳
細
は
別
稿
に
）
も
九
年
目
を
迎
え
、
現
在
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
会
合

を
通
し
て
附
属
校
間
の
漢
字
教
育
の
連
携
と
漢
字
文
化
の
涵
養
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
提
携
校
で
あ
る
初
芝
立
命
館
中
学
校
（
大
阪
府
堺
市
）
へ
の
出
張
授
業
を
行
っ
た
。

学
外
機
関
と
の
連
携

　

公
益
財
団
法
人
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
（
京
都
市
）
と
は
「
漢
字
教
育
士
」
養

成
講
座
事
業
の
受
託
を
契
機
に
、
同
検
定
受
検
者
へ
の
当
研
究
所
の
広
報
活
動
や
情

報
交
換
等
が
活
発
に
行
わ
れ
、
同
協
会
と
の
「
漢
検
漢
字
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講

座
」
制
度
を
通
し
て
育
成
し
た
「
漢
字
教
育
士
」
は
、
同
資
格
保
有
者
の
約
八
割
を

占
め
る
。

　

産
経
新
聞
社
（
東
京
都
千
代
田
区
）
と
の
共
催
事
業
「
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
第
十
三
回
を
数
え
る
。（
詳
細
は
別
稿
に
）
今
回
も
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
名
誉
漢

字
教
育
士
の
武
田
鉄
矢
氏
を
迎
え
、
応
募
者
数
は
前
回
よ
り
約
一
万
通
増
加
の
約

二
万
四
千
通
と
な
っ
た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
文
化
庁
、
福
井
県
ほ
か
の
後
援
を
受

け
、
富
国
生
命
保
険
株
式
会
社
の
特
別
協
賛
、
株
式
会
社
Ｚ
会
、
株
式
会
社
平
凡
社
、

株
式
会
社
モ
リ
サ
ワ
か
ら
の
協
力
を
得
て
い
る
。

　

立
命
館
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構
（
Ｒ
－
Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
客
員

研
究
員
の
増
田
晶
子
氏
（
校
友
）
や
一
般
社
団
法
人
司
延
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
と
は
、

文
化
事
業
活
動
報
告
（
二
〇
二
二
年
度
）

文
化
事
業
担
当
職
員　

久
保 

裕
之
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二
〇
二
〇
年
度
に
「
古
代
文
字
ダ
ン
ス
（
古
代
文
字
之
舞
）」
の
制
作
を
委
嘱
し
た

こ
と
が
契
機
と
な
り
、
そ
の
後
も
同
法
人
主
催
の
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
「
古

代
文
字
ダ
ン
ス
」
の
披
露
、
公
演
会
場
で
の
漢
字
講
義
や
白
川
静
ミ
ニ
展
の
開
催
が

実
現
し
た
。

　

放
送
大
学
大
阪
学
習
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
）
で
は
同
校
の
面
接
授
業
に
「
漢
字
学
」

を
開
講
、
八
科
目
を
修
了
す
る
と
「
漢
字
教
育
士
」
資
格
が
取
得
で
き
る
。
ま
た
大

阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
）
の
日
本
語
教
師
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
を
担
当
し
た
。
出
張
講
座
で
は
、
今
年
度
も
京
都
高
齢
者
大
学
校
（
京
都
市
）、

京
都
社
会
人
大
学
校
北
近
畿
校
（
京
都
府
福
知
山
市
）
で
の
連
続
講
座
の
ほ
か
、
摩

気
高
山
こ
ど
も
未
来
塾
（
京
都
府
南
丹
市
）
か
ら
招
き
を
受
け
た
。

自
治
体
と
の
関
わ
り

　

白
川
静
先
生
の
出
身
地
で
あ
る
福
井
県
で
は
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
に
「
白
川

文
字
学
」
に
基
づ
く
漢
字
教
育
を
取
り
入
れ
る
政
策
を
実
施
し
て
お
り
、
研
修
や
学

習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
七
月
に
は
、「
白
川
文
字
学
こ
ど
も
漢
字

教
室
『
福
井
漢
字
探
検
隊
ｉ
ｎ
大
野
』」
の
講
師
と
し
て
福
井
県
大
野
市
の
南
部
酒

造
場
に
招
か
れ
、
他
に
も
例
年
「
福
井
県
白
川
静
漢
字
教
育
賞
」
へ
の
協
力
や
主
催

講
座
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
、
緊
密
な
関
係
が
続
い
て
い
る
。

　

兵
庫
県
の
姫
路
市
立
生
涯
学
習
大
学
校
で
開
講
中
の
「
漢
字
学
」
は
第
七
期
生
が

入
学
、
二
年
間
の
講
義
を
受
講
す
る
。
二
〇
二
三
年
度
に
は
第
八
期
生
の
開
講
も
確

定
し
て
い
る
。
ま
た
八
月
に
は
同
県
多
可
町
、
十
一
月
に
は
西
宮
市
、
そ
し
て
一
月

に
は
大
阪
府
河
内
長
野
市
の
生
涯
学
習
組
織
主
催
の
講
座
に
招
か
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
「
漢
字
で
元
気
に
」

　
「
漢
字
で
元
気
に
」
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
年
齢
・
性
別
に
関
わ
ら
ず
共
通
の
話
題
に
で
き
る
漢

字
・
日
本
語
を
、
家
族
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
交
流
ツ
ー
ル
と
な
る

よ
う
に
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
絆
の
力
を
震
災
復
興
に
向
け
ら
れ
る
よ

う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
話
題
や
知
識
を
提
供
す
る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
に
福
島
市
と
宮
城
県
角
田
市
と
で
活
動
を
開
始
、
岩
手
県
を
含
め
た
三

県
で
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
度
で
は
十
一
月
に
仙
台
市
立
八
木
山
動
物

公
園
と
福
島
市
こ
む
こ
む
館
で
「
漢
字
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
た
。
福
島
県
で

の
活
動
で
は
福
島
大
学
・
澁
澤
尚
研
究
室
の
協
力
を
仰
い
で
い
る
。

2022 年 7 月
福井漢字探検隊 in 大野（南部酒造場）

2022 年 12 月
第 66 回京都漢字探検隊「はんこを作ろう」

2022 年 11 月
第 16 回漢字探検隊 in 福島「漢字クイズラリー」
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本
研
究
所
な
ら
び
に
産
経
新
聞
社
共
催
の
「
第
十
三
回
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
結
果
発
表
を
、
産
経
新
聞
令
和
四
年
十
二
月
二
日
付
に
お
い
て
行
な
っ
た
。

　

今
回
は
二
万
三
七
四
九
点
の
応
募
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
悪
条
件
の
中
で

あ
っ
た
が
盛
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
の
最
大
の
も
の
は
、
中
・
小
学
校
に
お
い
て
、

ど
う
や
ら
夏
休
み
の
宿
題
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
選
ば
れ
て
い
る
か

ら
の
よ
う
だ
。
事
実
、
個
人
投
稿
は
少
な
く
、
大
半
は
各
中
・
小
学
校
名
の
集
団
的

応
募
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
教
員
が
管
理
し
学
校
名
の
あ
る
封
筒
を
使
っ

て
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
協
賛
者
（
ス
ポ
ン
サ
ー
）
の
中
心
で
あ
る
富
国
生
命

は
、
同
社
特
製
の
応
募
用
紙
を
作
り
、
そ
の
用
紙
を
使
っ
て
投
稿
す
る
と
き
は
、
記

念
品
と
し
て
同
社
特
製
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
応
募
者
に
贈
呈
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、創
作
漢
字
の
知
名
度
は
相
当
に
上
っ
て
き
て
い
る
。そ
れ
に
対
抗
？

し
て
か
、
前
記
の
十
二
月
二
十
日
発
表
当
日
、
朝
日
新
聞
に
半
ペ
ー
ジ
強
の
分
量
で

「
創
作
四
字
熟
語
」の
記
事
が
あ
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ「
創
作
」と
し
て
い
る
の
は
、我
々

の
「
創
作
漢
字
」
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
我
々
の
「
創
作
漢
字
」
の
中

に
は
ち
ゃ
ん
と
創
作
の
「
成
語
成
句
」
の
部
が
あ
り
、勝
れ
た
入
選
作
が
出
て
い
る
。

　

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、
最
優
秀
作
二
点
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
今
回
の
入
選
作
は
す

べ
て
で
二
十
九
点
。
そ
の
す
べ
て
は
前
記
の
産
経
新
聞
紙
に
収
録
し
て
い
る
。

　

二
年
後
は
第
十
五
回
と
な
る
の
で
、
な
ん
ら
か
の
形
で
、
そ
の
記
念
行
事
の
準
備

を
行
な
い
た
い
。

�

（
大
阪
大
学　

名
誉
教
授
）

第
十
三
回
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト

研
究
顧
問　

加
地 

伸
行

バナナ
大阪府和泉市 和泉市立芦部小2年

畔
くろやなぎゆうのすけ

柳雄ノ介さん

はかまいり
三重県松阪市 松阪市立久保中3年

中野広大さん
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二
〇
一
一
年
度
に
創
設
し
た
「
漢
字
教
育
士
」
資
格
認
定
制
度
も
ま
る
十
一
年
が

経
過
し
、
資
格
認
定
者
数
が
一
〇
〇
〇
名
の
大
台
を
超
え
ま
し
た
。

　
「
漢
字
教
育
士
」
と
は
、
漢
字
の
成
り
立
ち
や
文
化
的
背
景
、
現
代
の
漢
字
・
日

本
語
の
状
況
を
理
解
し
、
幅
広
い
知
識
を
有
す
る
と
と
も
に
、「
教
え
る
力
」
を
身

に
つ
け
た
方
で
す
。
漢
字
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
方
が
、そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

世
の
中
に
漢
字
文
化
の
種
を
ま
き
、
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
の
資

格
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
の
社
会
に
お
い
て
は
、
漢
字
・
日
本
語
は
老
若
男
女
か

か
わ
ら
ず
広
く
使
わ
れ
る
媒
体
で
す
。「
漢
字
教
育
士
」
の
活
動
が
、
人
々
の
交
流

を
広
げ
、
絆
を
強
め
る
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

漢
字
教
育
士
資
格
認
定
講
座
の
方
式
は
、
①
指
定
機
関
で
の
指
定
科
目
の
修
了
、

②
漢
字
教
育
士
資
格
認
定
ウ
ェ
ブ
講
座
の
修
了
の
二
つ
で
す
。

　

指
定
機
関
と
し
て
は
、放
送
大
学
大
阪
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
面
接
授
業
「
漢
字
学
」

が
毎
学
期
開
講
さ
れ
て
お
り
、
毎
回
関
西
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
か
ら
の
聴
講

申
込
の
あ
る
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
単
位
取
得
が
「
漢
字
教
育
士
」
資
格
取
得

の
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
取
得
に
は
最
短
四
年
か
か
り
ま
す
が
、
地
道
に
単
位

を
取
得
し
て
「
漢
字
教
育
士
」
の
取
得
を
さ
れ
た
方
も
六
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ま
た
姫
路
市
立
生
涯
学
習
大
学
校
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
よ
り
二
年
コ
ー
ス
の
「
漢

字
学
」
が
開
講
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
現
在
第
六
期
生
・
第
七
期
生
併

せ
て
六
六
名
の
方
が
対
面
講
座
で
学
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
二
三
名
の
方
が
試
験

に
合
格
さ
れ
、
資
格
を
得
て
い
ま
す
。

　

ウ
ェ
ブ
講
座
は
二
〇
一
六
年
二
月
よ
り
立
命
館
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
直
営

講
座
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
時
間
的
・
空
間
的
制
限
が
な
い
の
で
ど
な

た
で
も
受
講
で
き
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
国
外
在
住
の
日
本
人
や
外
国
人
の
受

講
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
公
益
財
団
法
人
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会（
漢
検
協
会
）

と
の
提
携
も
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
漢
検
協
会
は
漢
検
受
検
で
培
っ
た

個
人
の
漢
字
能
力
を
社
会
に
還
元
で
き
る
人
材
を
育
て
よ
う
と
「
漢
検
漢
字
教
育
サ

ポ
ー
タ
ー
」
制
度
を
二
〇
一
二
年
に
創
設
、「
漢
検
漢
字
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
会

員
の
中
か
ら
毎
年
選
抜
さ
れ
て
毎
年
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
期
間
一
年
で
本
講

座
を
受
講
し
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年
度
を
も
っ
て
最
終
期
・
第
十
期
の
受
講
が
修
了

し
ま
し
た
が
、
漢
検
協
会
と
は
以
降
も
新
制
度
を
創
設
し
、
受
講
開
始
時
期
と
期
間

を
受
講
者
の
希
望
に
よ
り
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
、
引
き
続
き
学
び
の
場
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。
漢
字
教
育
士
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
提
供
や
交
流
会
の
開
催
、

「
漢
字
探
検
隊
」
で
の
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
業
務
参
加
な
ど
の
機
会
を
設
け
て
、
フ
ォ

ロ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

漢
字
教
育
士
は
二
〇
二
二
年
二
月
末
現
在
一
〇
五
九
名
で
、
全
国
四
十
七
都
道
府

県
そ
し
て
海
外
六
か
国
に
在
住
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
名
誉
漢
字
教
育
士
二
名
（
白

川
静
先
生
と
武
田
鉄
矢
氏
）
と
特
別
認
定
者
二
一
名
、
課
程
修
了
に
よ
る
認
定
者

一
〇
三
六
名
で
す
。
そ
の
う
ち
、
課
程
修
了
に
よ
る
認
定
者
の
内
訳
は
次
の
通
り
で

す
。

十
二
年
目
を
迎
え
た「
漢
字
教
育
士
」の
活
動

文
化
事
業
担
当　

久
保 

裕
之

プログラム別資格者数の推移(2022 年 12 月現在) 

 
 
 

年齢・性別統計〔履修プログラム修了者〕 

 

 

 

  

 

 

 

登録住所地方別統計〔履修プログラム修了者〕 

 

北海道 30 
東北 42 
関東 410 

中部 162 

近畿 284 

中国 24 

四国 21 

九州・沖縄 49 

外国 5 

 

 
 

0

200

400

600

800

1000

1200

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

⽴命館 放送⼤ 漢検 福井県 ⼀般 姫路

10 代 3 

20 代 92 

30 代 136 

40 代 123 

50 代 222 

60 代 262 

70 代 149 

80 代 40 

0%

9%

13%

12%

22%

26%

14%

4%

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

3% 4%

40%

16%

28%

2%

2% 5%

0%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州・沖縄
外国

プログラム別資格者数の推移(2022 年 12 月現在) 

 
 
 

年齢・性別統計〔履修プログラム修了者〕 

 

 

 

  

 

 

 

登録住所地方別統計〔履修プログラム修了者〕 

 

北海道 30 
東北 42 
関東 410 

中部 162 

近畿 284 

中国 24 

四国 21 

九州・沖縄 49 

外国 5 

 

 
 

0

200

400

600

800

1000

1200

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

⽴命館 放送⼤ 漢検 福井県 ⼀般 姫路

10 代 3 

20 代 92 

30 代 136 

40 代 123 

50 代 222 

60 代 262 

70 代 149 

80 代 40 

0%

9%

13%

12%

22%

26%

14%

4%

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

3% 4%

40%

16%

28%

2%

2% 5%

0%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州・沖縄
外国

プログラム別資格者数の推移(2022 年 12 月現在) 

 
 
 

年齢・性別統計〔履修プログラム修了者〕 

 

 

 

  

 

 

 

登録住所地方別統計〔履修プログラム修了者〕 

 

北海道 30 
東北 42 
関東 410 

中部 162 

近畿 284 

中国 24 

四国 21 

九州・沖縄 49 

外国 5 

 

 
 

0

200

400

600

800

1000

1200

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

⽴命館 放送⼤ 漢検 福井県 ⼀般 姫路

10 代 3 

20 代 92 

30 代 136 

40 代 123 

50 代 222 

60 代 262 

70 代 149 

80 代 40 

0%

9%

13%

12%

22%

26%

14%

4%

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

3% 4%

40%

16%

28%

2%

2% 5%

0%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州・沖縄
外国

プログラム別資格者数の推移(2022 年 12 月現在) 

 
 
 

年齢・性別統計〔履修プログラム修了者〕 

 

 

 

  

 

 

 

登録住所地方別統計〔履修プログラム修了者〕 

 

北海道 30 
東北 42 
関東 410 

中部 162 

近畿 284 

中国 24 

四国 21 

九州・沖縄 49 

外国 5 

 

 
 

0

200

400

600

800

1000

1200

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

⽴命館 放送⼤ 漢検 福井県 ⼀般 姫路

10 代 3 

20 代 92 

30 代 136 

40 代 123 

50 代 222 

60 代 262 

70 代 149 

80 代 40 

0%

9%

13%

12%

22%

26%

14%

4%

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

3% 4%

40%

16%

28%

2%

2% 5%

0%

北海道
東北
関東
中部
近畿
中国
四国
九州・沖縄
外国

白川研究所便り_本文-17号.indd   19 23/03/14   13:53



◆ 20第17号

書
籍
紹
介

◆

第17号

23.3.31
発行

学
大
館
命
立

所
究
研
化
文
字
文
洋
東
念
記
静
川
白

３
０
６
〒

７
７
５
８

　

６
５
町
北
院
持
等
区
北
市
都
京

１

話
電
　

５
７
０

５
６
４

６
０
３
８

M
ail　

ro-toyo@
st.ritsum

ei.ac.jp
U
R
L

　

http://w
w
w
.ritsum

ei.ac.jp/research/shirakaw
a/

　
　
　

目 次　◆ ｉｎｄｅｘ

（
事
務
局
）

久
保
輝
幸
『
与
花
方
作
譜
―
宋
代
植
物
譜
録
循
跡
―
』

（
広
西
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
二
三
年
一
月
）

中
国
で
は
南
宋
末
ま
で
に
植
物
に
関
す
る
譜

録
（
専
門
著
作
）
が
約
百
種
編
纂
さ
れ
た
が
、

体
系
的
な
研
究
はJ. N

eedham

（1986

）
以

降
、
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
書
で
は
各

譜
録
の
成
立
年
や
編
者
等
の
書
誌
を
整
理
し
、

そ
の
思
想
や
相
互
関
係
を
明
か
に
し
よ
う
と

試
み
た
も
の
で
あ
る
。
全
九
章
か
ら
な
り
、

竹
桐
の
譜
録
、
お
よ
び
牡
丹
・
芍
薬
・
菊
・
梅
・

蘭
・
海
棠
等
の
花
卉
植
物
の
譜
録
と
、
茶
書
・
酒
書
、
食
用
植
物
の
譜
録
に
つ
い

て
論
じ
る
。
巻
末
に
天
理
本
『
洛
陽
牡
丹
記
』
の
彩
色
影
印
を
附
す
。

落
合
淳
思
『
漢
字
の
成
り
立
ち
図
解
』

（
人
文
書
院
、
二
〇
二
二
年
九
月
二
二
日
）

漢
字
の
成
り
立
ち
を
、
部
分
ご
と
に
色
分
け

し
て
分
か
り
や
す
く
図
解
し
た
書
籍
で
あ
る
。

象
形
文
字
の
成
り
立
ち
、
会
意
文
字
の
構
造
、

形
声
文
字
の
意
符
と
音
符
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
。
ま
た
仮
借
文
字
・
転
注
文
字
・

旧
字
体
な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

序
章
：
漢
字
の
歴
史
／
第
一
章
：
象
形
文
字

／
第
二
章
：
指
示
文
字
／
第
三
章
：
会
意
文
字
／
第
四
章
：
形
声
文
字
／
第
五
章
：

仮
借
文
字
・
転
注
文
字
／
第
六
章
：
複
雑
な
変
化
を
し
た
文
字
／
第
七
章
：
旧
字

体
か
ら
成
り
立
ち
が
分
か
る
文
字

出
野
正
・
張
莉 

共
著
『
魏
志
倭
人
伝
を
漢
文
か
ら
読
み
解
く
―
倭
人
論
・
行
程
論
の
真
実
』

（
明
石
書
店
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
日
）

魏
志
倭
人
伝
は
誤
読
さ
れ
て
き
た
。
古
代
史

学
と
漢
字
学
の
融
合
に
よ
り「
倭
」と「
倭
人
」

を
同
一
視
す
る
従
来
の
解
釈
、
帯
方
郡
か
ら

邪
馬
壹
国
に
至
る
行
程
に
つ
い
て
の
諸
説
を

批
判
的
に
論
証
す
る
。
文
献
の
漢
文
を
状
況

語
と
捉
え
て
、
そ
の
著
者
が
意
図
し
た
統
計

的
な
漢
字
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、

日
本
に
残
る
金
石
文
・
風
土
記
な
ど
を
読
み
解
き
、九
州
王
朝
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

落
合
淳
思
『
漢
字
字
形
史
字
典
【
教
育
漢
字
対
応
版
】』

（
東
方
書
店
、
二
〇
二
二
年
三
月
一
八
日
）

小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
に
習
う
教

育
漢
字
と
そ
の
同
源
字
（
合
計
一
二
七
一
字
）

に
つ
い
て
、
殷
代
の
甲
骨
文
字
や
西
周
代
の

金
文
な
ど
か
ら
現
在
の
楷
書
に
至
る
ま
で
の

字
形
の
変
遷
を
図
に
よ
っ
て
解
説
し
て
い
る
。

ま
た
、字
形
の
起
源
（
字
源
）
や
字
音
・
字
義
・

用
法
な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

二
〇
一
九
年
の
出
版
で
あ
る
『
漢
字
字
形
史
小
字
典
』
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、

全
一
二
一
六
頁
。
巻
末
に
は
音
読
み
索
引
と
画
数
索
引
を
付
し
て
い
る
。

髙
田
宗
平
編
『
日
本
漢
籍
受
容
史
―
日
本
文
化
の
基
層
―
』

（
八
木
書
店
出
版
部
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
五
日
）

知
識
の
根
源
と
な
っ
た
漢
籍
は
、
ど
の
よ
う

に
受
容
さ
れ
、
日
本
文
化
に
根
付
い
た
の
か
。

二
八
名
の
研
究
者
が
漢
籍
受
容
を
学
際
的
・

通
時
代
的
に
捉
え
、
前
近
代
の
日
本
文
化
を

立
体
的
に
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
絵
に

唐
鈔
本
、
宋
版
、
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
・
室

町
各
鈔
本
、
五
山
版
、
古
活
字
版
、
書
籍
目
録
、

出
土
文
字
資
料
を
掲
載
し
、
日
本
古
代
〜
近
世
初
期
の
漢
籍
受
容
史
を
一
望
で
き
る
。

山
本
堯
『
太
古
の
奇
想
と
超
絶
技
巧
　
中
国
青
銅
器
入
門
』

（
新
潮
社
、
二
〇
二
三
年
一
月
一
三
日
）

太
古
の
奇
想
と
超
絶
技
巧
が
凝
縮
さ
れ
た
中

国
古
代
青
銅
器
の
入
門
書
。

国
内
の
博
物
館
・
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
名

品
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
そ
の
魅
力
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
紹
介
す
る
。

（白川研事務局より）

白川研ウェブサイトをリニューアルしました。
　2022 年８月５日より白川研ウェブサイトをリニューアルしました。
　今回、以前より課題となっていた新旧混合のフォーマットを解消し、皆様に
必要な当研究所の情報にいち早く触れていただけるよう、全体の構成やデザイ
ンを刷新しました。また、スマートフォンやタブレット端末からご覧いただく場合にも見やす
いように改善を図りました。
　白川研ウェブサイトは、右上ＱＲコードからご覧いただけます。

　https://www.ritsumei.ac.jp/research/shirakawa/
　さらに利用しやすいウェブサイトを目指し、多くの皆様に情報提供を行ってまいりますので、何卒宜しくお願い申し上げます。
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